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「平成２５年度 各学校には、１０月３０日を基準日として実施した「山口県学力定着

山口県学力定着 状況確認問題」の結果をまとめた「平成２５年度山口県学力定着状況確

状況確認問題結 認問題結果について」が届いていることと思います。

果について」等 この資料は、結果をお知らせするとともに、３学期末までの補充学習

の活用 や今後の授業改善に活用できるよう作成しています。その活用例をご紹

介します。

活用１「課題の 各学年、各教科の課題の見られる具

見られる具体的 体的な設問を、それぞれ１ペーパーに

な設問」 まとめています。各学校で、正解や平

均正答率を消すと、学習プリントとし

て活用できます。課題のある設問につ

いて、具体的な指導を行いましょう。

活用２「やまぐ 国語、算数・数学については、設問ごとに、関連する過去の全国調査

ち学習支援プロ や「やまぐち学習支援プログラム」の評価問題などを掲載しています。

グラム関連シー また、児童生徒が基本問題に戻って復習できる「やまぐち学習支援プロ

ト一覧表」 グラム」の関連シートを一覧表で掲載しています。これらを活用して、

定着が不十分な設問について補充指導をすることが考えられます。

正答率が５０％を切る設

問については網掛けをし

ています。

本校でも、県全体と同じ課題が

見られるので、確実に身に付け

させて次の学年に進級させるこ

とが大切ですね。



学力定着に向け 各学校においては、山口県学力定着状況確認問題の結果分析と課題把

た学校の取組 握をもとに、授業改善と学力定着の取組を進めておられることと思いま

す。県内の学校の取組をご紹介します。

やまぐち学習支 朝学の時間、授業時間、家庭学習を利用し、やまぐち学習支援プログ

援プログラムを ラムの基本問題を計画的に実施しています。

活用した計画的

な取組

学習ボランティ 「補習の時間」を放課後に設定

アの協力による し、学校支援ボランティアの協力

補充学習 を得て、補充学習を行っています。

学習プリントとして、明らかとな

った課題に応じたやまぐち学習支

援プログラムの問題を使用してい

ます。

その他の取組 ○ 全校で、算数科授業の始め３分程度を使い、各学年の課題のある計

算問題を実施しています。週末には、簡単な「確認テスト」を行い、

定着度を確認します。

○ 児童の個人カルテを作成して全教職員が情報共有し、放課後の補充

学習では、全教職員で個に応じた指導を行っています。

○ 明らかとなった課題に応じたやまぐち学習支援プログラムの基本問

題を春休みの課題とし、新年度には、確実な定着が図られているかを

確認する予定にしています。

学校規模、学校の状況はそれぞれ違いますが、各学校において、全校体制で学力の定着

を図る取組を進めることが重要です。

当該学年で身に付けておくべき学習内容を確実に身に付け、次の学年に進級させましょう。

実施した場

合はチェック

をする。


